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イントロダクション 

ネットワークではたびたびパケットロスと、それに
よる再送が起こる。これらの原因の⼀つとして輻輳
が挙げられる。輻輳とは、ネットワークの特定の箇
所にトラフィックが集中し、通信速度の低下および
通信の断絶が発⽣することである。 
輻輳を回避、緩和しネットワークの通信を円滑に進

めるための⼿法として輻輳制御がある。 
この制御⼿法は通信を正常に保ちつつ、通信量を最
⼤化する。⼿順としては、各ノードが現在の通信の
状況を観察し、送信パケット量を徐々に増やす。し
かし、通信経路上の混雑の兆候を検知したら、送信
パケット量を減少させ、輻輳を緩和する。輻輳制御
において、送信パケット量の増やし⽅、異常検知時
の送信パケット量の調整⽅法は、輻輳制御アルゴリ
ズムによって規定される。 
輻輳制御アルゴリズムの研究は 40 年近く続けられ

ており、現在でも数多くのアルゴリズムが存在す
る。代表的なものとして NewReno [1] や CUBIC 
[2] などが挙げられる。これらはシステマチックに設
計された規則に基づいて輻輳制御を⾏っている。し
かし、これまでの⻑年の研究に関わらず、未だにス
タンダートとなるアルゴリズムは登場していない。
この状況の要因として、⼈間の⼒のみでアルゴリズ
ムを開発するのには限界があるためだと考えられ
る。 
そこで、本研究では輻輳制御アルゴリズムの⾃動⽣

成を試みる。⾃動⽣成の⼿法として、強化学習アル
ゴリズムである POET[3]を⽤いる。POET とはエー
ジェントと環境が共進化する強化学習アルゴリズム
である。輻輳制御においては、エージェントが輻輳
制御アルゴリズムにあたり、環境部分がネットワー
クにあたる。 
POET において、エージェントの性能を正確に測る

ためには、適切に調整された環境を⽤意することが

必要である。環境が極端に複雑な場合は、ほとんど
のエージェ 
ントは⼗分に性能を発揮できない可能性がある。そ

の逆もまた同様であり、このような環境下では、エ
ージェント間で性能差を⾒出すことは困難である。
環境の複雑さを評価するには、ネットワーク環境の
難易度や構成要素を数値化する必要がある。本紙で
は、B.Tadicらが提唱した、ネットワークのトポロジ
ーと輸送プロセス関する論⽂[4]を参考にしつつ、ネ
ットワーク環境のパラーメータ化に向けたアプロー
チを試みる。 
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